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12月 4日 、沖縄の大田昌秀知事は、米軍基地

の用地強制使用の代理署名の執行命令を拒否、

首相が知事を相手取って「職務執行」を請求す

る訴訟を起こし、国と県が法廷で争うことに

なった。

大田知事は言う。「住民の暮らしを知りもし

ない政府首脳が、安保を「再定義」し、米軍の

駐留を受け入れようといている。そうなるとわ

れわれとしては自分たちが責任を負えない21世

紀の若い世代にまた同じ苦 しみを与えて しまう

ことになる。だから自分には、自分たちの土地

は殺数の場、基地に使うのではなく、人間の暮

らしに役立つような生産の場にしたい、という

人々の意志を表明する責任があるのだ」。人々

が平和に人間らしく豊かに暮らすこと、そして

平和に貢献するものとしてあることを価値とし

て、その実現をめざして、自分たちのあり方、

生き方を自分たちで決めようという、自治と民

主主義の原則への確信であり、それをもってし

て国の政策を変えようという決意だ。それが平

和を実現する自治であり、人間らしく生きたい

という価値の選択としてある以上、どこにいて

も私たちはその決意と確信を共有 している。

であれば私たちの議論は、「安保がなくなった

ら日本は核武装するかもよ」というような、主

体性を抜いた議論ではない。「米国が内向きに

なって安保なんていらんといったら困るから、

オカシイといわれてるところは直しといた方が

いい」などと初めに安保ありきでもない。原則

は、自分たちの地域のあり方を、国のあり方

を、そして世界の人々が、女たちが、ともに平

和を目指して生きていくための道筋をどうつく

るのか、だからだ。

94年、ナイ国防長官の「東アジア戦略報告」

は、アジアは中国や北朝鮮などという不安定が

ある、と危機感をあおりながら、米国との 2国

間同盟をより強固にしようとしている。同盟国

中最大の「思いやり」で日本政府が拠出してい

る年間30億 ドル以上、沖縄の年間予算を超える

膨大な経済支援に象徴される同盟国政府の支援

の上に、そして基地の町に住む人々の拒絶の上

に、「基地」が存在する構造は成り立ってい

る。米国は内に経済格差を拡大し、その人々に

生きがたさを強いながら、軍事超大国であり続

けようとしている。世界市場でさらなる自由を

手に入れんとする多国籍企業は、リス トラで足

腰を強化し、地域安全保障戦略の屋台骨に乗る
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を構想しつつ、国の内で外で人々に犠牲を強い

ている。そして「不安定」の定着でつくった
「安定」の上を自由に歩き回り、より多くの

人々を周辺に追いやりながら、富める者を特定

していく。その現実の上に「基地」が成り立っ

ている。

その成り立ちの土台から、自治をもって掘り

崩し、人々の政治の創造へつなげていこうとい

うのが、沖縄の人々の当たり前の怒りを共有す

る私たちの戦略だ。人々がともに平和に生きる

ための道筋を、足もとから積み上げ、つなが

り、そしてその力で動か していく。そのための

いろんなイメージをゆたかに描きながら、大き

な力につないでいくなかに、96年の希望がみえ
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てくる。










